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第 4 章 地形調査

4.1 調査目的

橋脚の存在による流況変化に伴う、地形変化を監視する。

4.2 調査内容

4.2.1 環境モニタリング調査計画

地形調査の調査内容について、「四国横断自動車道 吉野川渡河部の環境保全に関する検討会」で示された調

査内容を図 4.2-1に示す。

図 4.2-1 地形調査の調査計画

4.2.2 全体スケジュール

地形調査の全体スケジュールを図 4.2-2 に示す。

※全体スケジュールは第 11 回検討会（令和元年 10 月 8 日開催）時点のものであり、今後、工事のスケジュ

ール変更に合わせて、調査内容も適宜変更していく。

※今後工事進捗に合わせ適宜調査を実施予定

図 4.2-2 地形調査の全体スケジュール

【調査実施日】

段階 調査名 調査日 データ集掲載範囲

事
前
調
査

深浅測量 平成 26 年 10 月 7 日～9 日

※事前調査データ集として公表中

※本データ集の掲載範囲

航空レーザー測量 平成 26 年 10 月 8 日

深浅測量 平成 27 年 6 月 1 日～4 日

航空レーザー測量 平成 27 年 6 月 1 日

深浅測量 平成 27 年 10 月 13 日～15 日

航空レーザー測量 平成 27 年 10 月 14 日

工

事

中

調

査

深浅測量 平成 28 年 6 月 20 日～22 日

航空レーザー測量 平成 28 年 6 月 20 日

深浅測量 平成 28 年 10 月 24 日～26 日

航空レーザー測量 平成 29 年 10 月 14 日

深浅測量
平成 29 年 6 月 8 日、19 日～

20 日、28 日

航空レーザー測量 平成 29 年 6 月 9 日

深浅測量
平成 29 年 10 月 5 日～6 日、

10 日～11 日

航空レーザー測量 平成 29 年 10 月 5 日

深浅測量 平成 30 年 6 月 12 日～15 日

航空レーザー測量 平成 30 年 6 月 14 日

深浅測量 平成 30 年 10 月 9 日～12 日

航空レーザー測量 平成 30 年 10 月 9 日
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地形調査 ● ● ● ● ●
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地形調査 ● ● ● ● ● ●

項目
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31・Ｒ1

出水期 渇水期 出水期 渇水期 出水期 渇水期

項目
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

出水期 渇水期 出水期 渇水期 出水期 渇水期

環境モニタリング調査開始 下部工施工開始
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4.2.3 調査᪉ἲᴫせ

地形調査のᴫせを⾲ 4.2-1 に示す。

⾲ 4.2-1 地形調査ࡢᴫせ

調査༊分 調査㡯┠ 調査ෆᐜ ᮇ࣭㢖ᗘ 調査⟠ᡤ 調査᪉ἲ

事๓調査

ᕤ事୰調査

事ᚋ調査

地形調査 ΏἙ㒊近の地形ཬࡧἙཱྀᖸ₲の形≧

�ố⥺�を調査。

地ୖ㒊㸸⯟✵レーザ測量

水୰㒊㸸῝ὸ測量

測量に0)'、ࡾࡼ、➼㧗⥺ࢹーࢯࣝ࢜、ࢱ

స成ࢀࡒࢀࡑをࢱーࢹ⥺ീ、ố⏬ࢺ࢛ࣇ

年2ᅇ�ᮇ�⛅ᮇ�大₻

※台風๓、台風ᚋ

ྜྷ㔝ᕝἙཱྀᇦཬࡧ

ἢᓊᇦのᗈ範囲で

計測。

⯟✵レーザ測量は、

にἙཱྀᖸ₲㹼ఫ

ྜྷᖸ₲をᑐ㇟とす

る。

࠙調査範囲のタᐃ⌮⏤ࠚ

࣭Ἑཱྀᇦの地形ኚືをᢕᥱするࡇとを┠ⓗに、阿波しらさぎ大橋ୗὶഃ�ྜྷ㔝ᕝ㊥㞳ᶆ 1.6Nm�らἙཱྀ㒊沖合�ྜྷ㔝ᕝ㊥㞳ᶆ 0.0Nm

沖合にࡾࡼ 2.0Nm�のἙཱྀࡲࢫࣛࢸでの調査範囲をタᐃ。

࣭Ἑᕝᶓ᩿᪉ྥの測量範囲は、Ἑཱྀࢫࣛࢸの≧ἣをᢕᥱするためにഃに⣙ 350m とし、༡ഃはேᕤᾏおࣆ࣐ࣥࣜࡧࡼᇙ❧地

ᓊをᇶ‽にタᐃ。

࠙調査位⨨ࠚ

࠙備考ࠚ

調査にࡾࡼ௨ୗをᢕᥱする。

࣭橋ᱱのᏑᅾにࡼるᙳ㡪として、ὥ水、㧗波ᾉにおࡅる橋⬮にࡼる地形ኚのᙳ㡪、ᖸ₲の地形ኚ᭷↓

࣭ᕤ事にࡼるᙳ㡪として、ὼ にࡼるᙳ㡪

᳨࣭ド範囲におࡅる⮬↛のࡺらぎのᢕᥱ

࣭Ὑ᥀㒊のᇙᡠしຠᯝの᳨ド

㡿ᇦの地形ኚᢕᥱࣉࢵࢡࢵࣂ࣭

࣭ὼ にࡼる地形ኚのᙳ㡪を┘ど

ࠚの☜ㄆ事㡯ࡑ࠙

࣭⛅ᮇ調査にࡘいて、Ἑᗋの῝ὸ測量は台風のく᮶ࡀᑡなࡃなる10月のᚋ༙にࡅて実施し、₻ୖᖏのἙཱྀᖸ₲㒊の測量は大₻

に実施する。

࣭≉␗ⓗな大ฟ水ࡌ⏕ࡀたሙ合、ᚲせにᛂࡌฟ水ᚋに⮫調査を実施する。

࣭῝ὸ測量に水の⃮ࡀࡾከいሙ合、測ᐃㄗ差をᢚ࠼るためのࣈࣜࣕ࢟レーࣥࣙࢩ➼を実施するࡇと。

図 4.2-3 ₻位ཬྛࡧ✀ᇶ‽㠃ࡢ㛵ಀ

図 4.2-4 地形調査(῝ὸ 量)ࡢᐇ≧ἣ

図 4.2-� 航空࣮ࣞࢨ 量ࡢᐇ≧ἣ

0m ほ測ᇶ‽㠃�ᑠᯇᓥ᳨₻ᡤ�

1.021m ₻位ᇶ‽㠃�&.'./�

�T.P.-0.893m�

1.914m ᮾி‴平ᆒᾏ㠃�T.P.�

※地形調査で⏝いているᇶ‽㠃

₻位ᇶ‽㠃� ‴'./.� 0.936m

�T.P.-0.978m�

ྜྷ㔝ᕝᕤ事ᇶ‽㠃�阿波ᕤ事ᇶ‽㠃$.P.�

�T.P.-0.833m� 1.081m

計測に⏝する⯟✵ᶵの ⯟✵レーザ計測ᶵჾの

100P 㛫㝸

100P 㛫㝸

200P 㛫㝸

航空࣮ࣞࢨ 量
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浚渫箇所のモニタリング調査の概要を表 4.2-2に示す。本調査は、第 7 回検討会（平成 28 年 8 月 3日開催）

における課題への対応として、平成 28年 11 月より実施している。

表 4.2-2 浚渫箇所のモニタリング調査の概要

調査項目 調査内容 時期・頻度 調査箇所 調査方法

地形調査 浚渫箇所

地盤高計測

浚渫箇所に対して水深を計測

する。

年7回

※11月～翌年5

月に月1回

浚渫箇所にて実施

※橋脚 P4,P6,P8,P10 付近

浚渫期間中に浚渫した箇所を

対象に地盤高を計測する。

【備考】

・浚渫箇所地盤高計測は、実際の台船の設置状況を踏まえつつ、同一場所を継続的に調査できるように適宜設定する。

・調査期間は、平成28年11月～平成29年5月の年7回、平成29年11月～平成30年5月の年7回を予定。

【調査位置】

4.3 調査結果

4.3.1 潮位及び河口干潟面積の変遷

表 4.3-1に潮位の変遷を、表 4.3-2 に河口干潟面積の変遷をそれぞれ示す。

表 4.3-1 潮位の変遷

調査日 季節

潮位：T.P.m

朔望平均

満潮位

朔望平均

潮位

朔望平均

干潮位

潮位

基準面

H26.10.8 秋季 1.036 0.148 -0.853 -0.978

H27.6.1 春季 1.047 0.170 -0.850 -0.978

H27.10.14 秋季 1.026 0.157 -0.893 -0.978

H28.6.20 春季 1.033 0.165 -0.897 -0.978

H28.10.14 秋季 0.987 0.173 -0.868 -0.978

H29.6.9 春季 0.990 0.172 -0.840 -0.978

H29.10.5 秋季 1.025 0.169 -0.839 -0.978

H30.6.14 春季 0.938 0.111 -0.913 -0.978

H30.10.9 秋季 0.929 0.097 -0.969 -0.978

※調査日はレーザ測量日を示している。

表 4.3-2 河口干潟の面積の変遷

調査日 季節

河口干潟面積：m2 対前回調査差分：m2

朔望平均

満潮位

朔望平均

潮位

朔望平均

干潮位

潮位

基準面

朔望平均

満潮位

朔望平均

潮位

朔望平均

干潮位

潮位

基準面

H26.10.8 秋季 231,761 363,579 629,594 657,684 - - - -

H27.6.1 春季 194,220 365,534 576,322 591,210 -37,541 1,954 -53,272 -66,474

H27.10.14 秋季 237,105 363,307 563,343 571,472 42,885 -2,227 -12,979 -19,738

H28.6.20 春季 218,062 380,120 551,168 561,049 -19,043 16,813 -12,175 -10,423

H28.10.14 秋季 228,123 379,783 595,141 618,627 10,061 -337 43,973 57,578

H29.6.9 春季 217,814 369,875 594,940 619,494 -10,309 -9,908 -201 867

H29.10.5 秋季 260,109 399,323 599,246 619,455 42,295 29,448 4,306 -39

H30.6.14 春季 278,052 405,253 601,949 622,103 17,943 5,930 2,703 2,648

H30.10.9 秋季 243,945 397,978 698,319 700,331 -34,107 -7,275 96,370 78,228

※調査日はレーザ測量日を示している。

4.3.2 吉野川渡河部の地形の変遷

図 4.3-1に航空レーザ測量と深浅測量から算出した1m×1mメッシュのDEMデータから作成した地形図と対前

回調査の地盤高差分図を示す。

BD-1

BD-2

BD-3

BD-4
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図 4.3-1(1) 平成 26 年 10 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査)) 図 4.3-1(2) 平成 27 年 6 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査))
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図 4.3-1(3) 平成 27 年 10 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査)) 図 4.3-1(4) 平成 28 年 6 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査))
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図 4.3-1(5) 平成 28 年 10 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査)) 図 4.3-1(6) 平成 29 年 6 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査))
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図 4.3-1(7) 平成 29 年 10 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査)) 図 4.3-1(8) 平成 30 年 6 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査))
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図 4.3-1(9) 平成 30 年 10 月地形調査(水位・降水量、航空写真、地形図、地形差分図(対前回調査))
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4.3.3 橋脚周辺の地形の変遷

00

図 4.3-2(1) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 26年 10 月～平成 27 年 6 月) 図 4.3-2(2) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 27年 6月～平成 27 年 10 月)
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図 4.3-2(3) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 27年 10 月～平成 28 年 6 月) 図 4.3-2(4) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 28年 6月～平成 28 年 10 月)

0
50
100
150
200
250
300
350

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H28.5 H28.6 H28.7 H28.8 H28.9 H28.10 H28.11

日
合
計
降
水
量
（
m
m
）

水
位
（
T
.
P
.
m）

レーザー測量日 台風接近 降水量 水位（第十） 水位（沖洲）

12号 16号 18号

0
50
100
150
200
250
300
350

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H27.9 H27.10 H27.11 H27.12 H28.1 H28.2 H28.3 H28.4 H28.5 H28.6 H28.7

日
合
計
降
水
量
（
m
m
）

水
位
（
T
.
P
.
m
）

レーザー測量日 台風接近 降水量 水位（第十） 水位（沖洲）

18号

H28.6-H27.10

H27.10

H28.10-H28.6

H28.6 H28.6 H28.10



4-11

図 4.3-2(5) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 28年 10 月～平成 29年 6月) 図 4.3-2(6) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 29年 6 月～平成 29年 10 月)
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図 4.3-2(7) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 29年 10 月～平成 30年 6月) 図 4.3-2(8) 橋脚周辺の地形の変遷(平成 30年 6 月～平成 30年 10 月)
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4.3.4 横断線・縦断線の変遷

吉野川渡河部周辺の地形の変遷を横断線、縦断線から把握するため、

図 4.3-3に整理して示す。

図 4.3-3(1) 吉野川河口の横断線・縦断線の変遷 図 4.3-3(2) 吉野川河口の横断線・縦断線の変遷

図 4.3-3(3) 吉野川河口の横断線・縦断線の変遷
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4.3.5 浚渫箇所地盤高計測の結果

測線 浚渫後の地形の変遷

第
二
期
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【グラフの凡例】
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○：浚渫箇所の底生生物調査地点

○：浚渫箇所の底生生物調査地点
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第
四
期
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